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まえがき

現在，既設鋼構造物の点検・診断における健全度評価や補修・補強方法は，各関係機関の維持管理基
準類に基づき判断されている．健全度を評価するための安全性照査方法，補修・補強方法さらには性能
回復効果を把握する方法については，個別に検討を実施している場合が多い現状にある．

このとき，既設鋼構造物の状態（作用と抵抗）をできるだけ正確に把握することが重要になる．既設
鋼構造物の設計が性能設計体系へ進む場合，部材単位設計から全体構造設計への変更，格子解析による
骨組構造解析からより高度な解析手法の適用が求められ， 解析，幾何学的非線形解析および材料非線
形を含めた複合非線形解析の適用など大胆な変化も視野に入れる必要がでてきている．したがって，部
材・部位および構造全体系の モデル化に関する考え方を示すことも急務である．

そこで，鋼構造物の代表的な劣化損傷である疲労，腐食，変位・変形（地震，火災，洪水，衝突）な
どに関して，既往の診断・措置事例における健全度評価のための照査方法，さらには補修・補強効果確
認方法などの現状を調査し，維持管理の各段階における構造解析技術の活用の実態および問題点を抽出
した．また，既設構造物の劣化損傷の性能評価および補修・補強後の回復効果に対する構造解析の適用
方法，実測値を利用した解析モデル作成技術および新しい解析技術などをまとめた．

本書にまとめた既設構造物の劣化損傷の性能評価および補修・補強後の回復効果に対する構造解析の
適用方法，解析モデル作成技術および新しい解析技術が，既設鋼構造物の点検，診断，補修に携わる技
術者の資料として少しでも役立てれば幸いである．

なお，本書の各編各章の執筆担当者は次の通りである．

第Ⅰ編 第 章：谷口 第 章：楊 第 章：谷口 第 章：宮下，穴見，笠野
第 章：谷口，宮下，藤野 第 章：小室，林 第 章：小室，藤野

第Ⅱ編 第 章：三木 第 章：三木 第 章：三木 第 章：笠野 第 章：田井
第 章：穴見 第 章：日向 第 章：加藤，小室 第 章：田巻 第 章：岩崎
第 章：山沢

第Ⅲ編 事例 ：谷口，林 事例 ：田巻 事例 ：岩崎 事例 ：林 事例 ：加藤
事例 ：加藤 事例 ：加藤 事例 ：加藤 事例 ：岩崎

付 録 ：谷口 ：長井 ：紺野

最後に，本小委員会活動に精力的にご支援，ご協力いただいた委員の皆様を始め，関係各位には心よ
りお礼申し上げます．特に，全体をとりまとめて頂いた山沢哲也 幹事長，谷口 望 幹事には重ねて深
く感謝いたします．

年 月
土木学会 鋼構造委員会

既設鋼構造物の性能評価と回復のための構造解析技術に関する小委員会
委員長 岩崎英治
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